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  また、同日には「いわた回遊の道・さくら会議」 

主催による「さくらウォーキング」も開催されます。 

今之浦川から安久路川に沿って桜並木が見られ、 

ひょうたん池にも多くの市民が訪れるでしょう。                                               

 

 

 

交流センターに茂る「楠の大樹」と「ひょうたん池」は、西貝地区の自然保護と憩いのシンボルです 
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楠の芽 
西貝交流センター発行 

西貝塚 1377-5 ℡32-4853 

 2 月 13 日、東部小学校で感謝の

会が開かれました。子どもたちの通

学時に旗振りなどに参加している皆

さんに対する感謝の会です。 

 会場の体育館では、校長先生はじ

め学年ごとに生徒の皆さんからボラ

ンティアに対する心からのお礼の言

葉が伝えられました。 

西貝地区からは、10 人の皆さん

（敬称略）と民生児童委員も出席し

感謝状が手渡されました。 

 

 ＝ 写真は東部小学校玄関前 ＝ 

 

 

名前と写真 

さくらウォーキングも同時開催

さくら祭り（ひょうたん池）と

高林 重久（安久路） 大村 正 （西貝塚） 

山本 弘 （安久路） 田原 和男（西貝塚） 

野澤 正利（城之崎） 松下 正弘（西貝塚） 

和田ミル子（城之崎） 寺田 修二（西之島） 

大村 悟 （西貝塚） 安間 和夫（西之島） 

 

                 

3月２８日（土）ひょうたん池自然を考えよう会 

主催のさくら祭りが開催されます。9時半開始予定

です。ひょうたん池の東に流れる安久路川の西側堤

防には桜並木が植えられています。すっかり恒例の行

事に定着し、会の皆さんが準備しています。 

 祭りでは、ボート乗り体験が楽しめます。また、パ

ンの販売の他、甘酒・綿菓子・コーヒーが無料で提供

されます。満開のソメイヨシノの桜並木も期待できそ

うです。 

 

満開の河津桜（ひょうたん池南側から） 
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※西貝交流センターのメールアドレスは次のとおり  ＜nishikai-koryu@tiara.ocn.ne.jp＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 写真は、旧 JA西貝支店 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時  ５月２３日（土） １０時～１１時半 

好きな香りでオリジナルアロマスプレーを 

作ります。呼吸とツボ押し、簡単セルフケアで

日々の疲れをリセットしましょう。 

・ 対  象： 大人  ・ 定員 ： ８人 

・ 費  用：1000 円（受講料 100円・材料費９00円） 

・ 持ち物： バスタオル・フェイスタオル・飲物 

                        

◎ 申込み受付 ４月２５日（土） ９：00 ～ 

 

 

 

日 時 ５月１２日・１９日・２６日（火） 
１０時～11 時３０分 

地図やカメラなどの基本アプリや新しいアプ

リ・話題の AIの活用術も学びます。 

安心・安全に使うポイントも覚えましょう。 

・ 対 象： 大人  ・ 定員： １０人 

・ 費 用：330 円（受講料 300 円・資料代 30 円） 

・ 持ち物： スマホ・筆記用具 

◎ 申込み受付 ４月１４日（火） ９：00 ～ 

 

事務室の窓から「桃の節句」

３月３日はひな祭りでした。 

交流センターの玄関には、「つわぶきの会」と

「なでしこ」の絵手紙サークルによる季節を感

じる作品が掲示され毎月変化が楽しめます。 

つるしびなはそのうちの一つで愉快な姿で並

べられています。「あかりをつけましょ ボン

ボリに お花をあげましょ ももの花 五人

囃子の笛太鼓 今日は楽しいひなまつり」      

ひな祭りは、江戸時代から女の子の健やかな成

長と幸せを願う「桃の節句」として定着してい

ます。 

西貝の風物 「さよなら」JA西貝支店   

２月２０日、JA遠州中央西貝支店は閉店
となりました。ATMは残りますが、今後の

窓口は見付支店に移行されました。 
支店の存在は、農業地域の西貝地区にと

っても大切な機関でした。西貝交流センタ
ーの第二駐車場には、かつて営農や金融部
門・有線放送を行う建物があり、各農家には
朝の音楽と共に連絡放送が発信され、情報
共有としての大きな役割を担っていまし
た。1992 年には JA 遠州中央の広域合併
の歴史がありました。 
先日、店長もお別れのあいさつに来館さ

れました。今後のご活躍を祈念します。 


